
▶施設運営上充足率は71.8％と依然として低迷
医療法上の医師充足率は186.3％で、平成17年から19年連続で100％を超えている。
一方、実際に施設を運営するうえで必要な医師の充足率は0.6ポイント増加したものの71.8％にとどまって

おり、医療法上の充足率とは大きな乖離がある。
また、常勤医師数512人に対し、施設運営上必要とする常勤医師数は713人と201人不足しており、現場の

状況が改善されているとは言い難い。

▶診療科偏在にも改善は見られず大きく乖離
診療科別では、外科が80％台、内科、小児科、整形外科、泌尿器科、麻酔科が70％台である一方、眼科、

放射線科においては50％を割っており、特定診療科偏在が目立っている。
しかしながら、基本の診療科である内科、外科でさえも不足が生じていることから、自治体診療施設が本

県の地域医療を支えている実態に鑑みると深刻な状況にあると言える。（表2）

表２　　診　療　科　別　総　括

区　分

科　名

現 員 必要数（施設運営上） 過 不 足 数

常 勤
非 常 勤 合 計

常 勤
非 常 勤 合 計

人 員 充 足 率

① ② ①－② ①÷②

人 人 人 人 人 人 人 ％
内 科 1３０ 181 ３11 165 76 ２41 △	 ３5 78.8 （75.０）

外 科 76 9２ 168 91 ２9 1２０ △	 15 8３.5 （8２.6）

産 婦 人 科
（婦人科含む） ２０ 55 75 ３２ 11 4３ △	 1２ 6２.5 （6２.5）

小 児 科 ２8 7０ 98 4０ ２３ 6３ △	 1２ 7０.０ （7０.０）

整 形 外 科 ３6 4３ 79 46 16 6２ △	 1０ 78.３ （8２.6）

泌 尿 器 科 17 ２０ ３7 ２4 6 ３０ △	 7 7０.8 （6２.5）

眼 科 5 ３7 4２ 11 1３ ２4 △	 6 45.5 （45.5）

耳 鼻 咽 喉 科 11 ３1 4２ 16 15 ３1 △	 5 68.8 （68.8）

神 経 精 神 科 9 16 ２5 15 4 19 △	 6 6０.０ （6０.０）

放 射 線 科 6 19 ２5 18 1 19 △	 1２ ３３.３ （２7.8）

脳 神 経 外 科 1３ 19 ３２ ２4 6 ３０ △	 11 54.２ （48.０）

皮 膚 科 4 5２ 56 8 9 17 △	 4 5０.０ （45.5）

麻 酔 科 16 79 95 ２２ 15 ３7 △	 6 7２.7 （76.２）

そ の 他 141 87 ２２8 ２０1 1２ ２1３ △	 6０ 7０.1 （7２.7）

計 51２ 8０1 1,３1３  71３ ２３6 949 △	 ２０1 71.8 （71.２）

（注）１．その他には、心臓血管外科、リハビリテーション科、臨床病理科、病理、形成外科、初期研修医、臨床検査科、検査科、専攻医、
栄養管理科、緩和医療科、救命救急センター、救急科、救急診療科、周産期センター、糖尿病内分泌内科、循環器内科、循環
器科、呼吸器内科、脳神経内科、リウマチ科、総合診療科、へき地医療センター、健診・保健科、脊椎脊髄・神経外科、メン
タルヘルス科を含む。

　　　2．充足率の（　）内数値は、前年度分である。
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▶常勤医師数は前年同期比11人減の512人
青森県自治体病院開設者協議会では、県内自治体病院21施設（青森県立中

央病院を除く）の令和５年５月１日現在における常勤医師等の状況をまとめ
た。（図１、表１）
常勤医師数は、前年同期に比べ11人減の512人と昨年に引き続き減少した。
その内訳は、研修医（初期、専攻医）を除く常勤医師が４人増の405人、

研修医が15人減の107人となっている。

表１　　自治体病院医師確保状況年度別推移（令和元年度～令和５年度）

区分

年月

現 員 必 要 数 過 不 足 数

常 勤
（うち
研修医）

非常勤
合 計

医療法上 施設運営上 医 療 法 上 施 設 運 営 上

対前年比 対元年
５月比人員 左 の

常勤換算 人 員 常勤
非常勤 合 計

人 員 人 員充 足 率 充足率
① ② ③ ①＋② ④ ⑤ ①＋③－④ （①＋③）÷④ ①－⑤ ①÷⑤

人 人 人 人 ％ ％ 人 人 人 人 人 ％ 人 ％

元年5月

5０9

74０ 67.6３３ 1,２49  － 1００.０ ３57.4０4 74３ ２２9 97２ ２19.２２9 161.３ △	 ２３4 （1２8.5）
68.5

初期（75）

後期 （5）

専攻（２9）

２ 年 5月

518

789 66.9３8 1,３０7  （1０4.6）
1０1.8

（1０4.6）
1０1.8 ３51.２０7 744 ２２6 97０ ２３３.7３1 166.6 △	 ２２6 （1３4.7）

69.6
初期（9０）

後期 （３）

専攻（２２）

３ 年 5月

5３２

8２０ 7２.575 1,３5２  （1０３.4）
1０２.7

（1０8.２）
1０4.5 ３２０.３44 751 ２２9 98０ ２84.２３1 188.7 △	 ２19 （1３8.０）

7０.8
初期（87）

後期 （３）

専攻（２6）

4 年 5月

5２３

776 64.564 1,２99  （96.1）
98.３

（1０4.０）
1０２.8 ３14.０３1 7３5 ２０３ 9３8 ２7３.5３３ 187.1 △	 ２1２ （1３8.5）

71.２初期（89）

専攻（３３）

5 年 5月

51２

8０1 68.655 1,３1３ 
（1０1.1）
97.9

（1０5.1）
1００.6 ３11.596 71３ ２３6 949 ２69.０59 186.３ △	 ２０1

（1３8.4）
71.8初期（85）

専攻（２２）

（注）１．常勤の（　）内数値は研修医の再掲である。
2．対前年比、対元年５月比、充足率は、常勤を対象とした指数である。
３．対前年比、対元年５月比、充足率の（　）内数値は、非常勤を含んだものである。
４．歯科医師を除いた数値である。

（図１）
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